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調査地点 調査年月日 調査した 3型の頻度(%)
花の総数長花柱型中間型 中花柱型
畠島分室周辺 2007年4月21日 128 2 (1.6) 36(28.1) 90 (70.3) 
2007年 7月 10日 6 1 (16.7) 1 (16.7) 4 (66.7) 
2007年 1月20日 26 。 6 (23.1) 20 (76.9) 
小丸島周辺 2007年7月 10日 7 。 。 7 (lOO) 
構内合併処理室附近 2007年4月24日 468 339 (72.4) 111 (23.7) 18 (3.8) 
2007年 7月 18，22日 66 30 (45.4) 31 (47.0) 5 (7.6) 
2007年 10月 16，17日 14 12 (85.7) 2 (14.3) 。
2007年 1月3，4，10日 131 102 (77.9) 24 (18.3) 8 (6.1) 
概要
2007年 4月、 7月、 10月、 1月に瀬戸臨海
実験所構内で3型が同時に出現した唯一の地
点とその附近(合併処理室周辺区域)および未
調査だった田辺湾に浮かぶ畠島・小丸島実験地
で、それぞれ計679個と 167個のカタバミの花
柱型の頻度調査を実施した。その結果、構内で
も畠島でも 3型のカタバミの花が区別された。
構内では2006年以降、変わった型である雌蕊
が雄蕊より明確に上方に位置する長花柱型が
高頻度 (71%)で出現した。これに対し、畠島・
小丸島実験地では、構内の結果とは逆に、一般
型である中花柱型が標高 1-2mの限られた区
域に高頻度 (73%)で出現した。
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